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湘南Ｃ－Ｘは、広域連携都市拠

点 と し て 都 市 再 生 法 で 位 置 づ

けされ、広域連携機能ゾーンに

は 広 域 行 政 サ ー ビ ス 機 能 、 文

化・教育施設、産学連携機能の

集積が位置付けられている。  

湘南 C-X 広域連携機

能ゾーン  
 

藤沢市民会館、南市民図書館、秩

父宮記念体育館、藤沢南消防署等

と 奥 田 公 園 に よ っ て 市 民 活 動 や

市 民 サ ー ビ ス 機 能 が 立 地 し て い

る。  

鵠沼東コアゾーン  

旧藤沢宿の最 初の総鎮守山 王神社が

勧請された場所である。また、藤沢町

立実科高等女 学校発祥の地 でもあり

歴史的にも、藤沢地区のシンボル的な

場所である。さらに、都心西端部に位

置し地域コミ ュニティ活動 等の場所

としての可能性を秘めている。  

都心西端部藤沢本町コア

ゾーン（旧藤沢高校）  

 

現市庁舎を始め、ＮＴＴ東日本、

藤沢税務署、藤沢簡易裁判所、郵

便 局 等 の 官 公 署 等 の 立 地 し て い

る場所である。  

 

朝日町コアゾーン  

市 庁 舎 ・ 市 民 会

館等再配置  

都心部再生  

３つのコアゾーン  
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